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　本市は、白河関跡や南湖公園、小峰城跡に代表される歴史、地域で受け継がれてきた伝統文化、
阿武隈川や社川、隈戸川流域に広がる豊かな自然環境、東北自動車道や東北新幹線といった高速
交通体系に加え、首都圏に隣接するという地理的優位性による産業の集積など、地域資源に恵ま
れ、大きな可能性を秘めています。
　これらかけがえのない資源をいかし、市民と行政が協働し、共に元気で楽しく暮らすことので
きる「将来にわたり持続可能な市民共楽のまち白河」を築き、次世代へと引き継いでいくことが
必要です。
　また、長い歴史の中でこのまちを育んできた先人たちの英知と努力や、東日本大震災での経験
と教訓を礎とし、人口の減少を緩やかにするとともに、近年の大きな社会の変化を機敏に捉え、
多くの人が住んでみたい、住み続けたいと思えるバランスの取れたまちづくりを進めていくこと
が重要です。
　そこで、上記の内容を推進するため、白河市自治基本条例第 4 条に定める次の項目を、まちづ
くりの理念として掲げます。

１．市民が望む地域社会の実現を目指し、市民、市議会及び市が一体となったまちづくり
　まちづくりは、市民が望む地域社会を築いていくものです。それを実現させるため、市民の声
に耳を傾けるとともに、市民と市議会及び市が、連携・協力し、方向性を共有しながら一体となっ
てまちづくりを推進していきます。

２．歴史、伝統、文化、自然等、本市の恵まれた地域資源をいかしたまちづくり
　本市は、首都圏からのアクセスが良く、歴史や文化、伝統、自然環境などの地域資源にも恵ま
れています。この足元にある資源に光をあて、磨き、いかしながら、白河らしいまちづくりを進
めていきます。

３．子どもから高齢者まで、安全で安心して暮らすことができるまちづくり
　少子高齢化が進む中、子育てや教育、医療、福祉を充実させるとともに、都市基盤を整備する
など多角的な視点で防犯や防災の強化を図り、子どもから高齢者まで、安全で安心して暮らすこ
とができるまちづくりを目指します。

４．地域のつながりと支え合いによる絆を育むまちづくり
　東日本大震災を経験した私たちが実感した、地域の助け合いによる「共助」の力は、地域の課
題を解決するにあたっても重要なものです。このことから、地域のつながりと支え合いによる「絆」
を育むまちづくりを目指します。

白河市のめざす将来の姿2
（１）まちづくりの理念
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まちづくりの理念を踏まえ、白河市の将来像を次のとおり定めます。

01 02

03 04

歴史、伝統、文化、自然等、
本市の恵まれた

地域資源をいかした
まちづくり

市民が望む地域社会の
実現を目指し、市民、市議会
及び市が一体となった

まちづくり

子どもから高齢者まで、
安全で安心して
暮らすことができる

まちづくり

地域のつながりと
支え合いによる絆を育む

まちづくり

豊かな自然や歴史・文化が息づき、人と人とのつながりがある白河で、多くの人が日々の生活の

中にある「小さくても確かな幸せ」や「真の豊かさ」を実感できる。そんな白河を目指します。

星がある。城がある。君がいる。白河
～ Well-being City Shirakawa ～

（２）白河市の将来像
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Ｙさん
（40代）

Rさん
（50代）

Aさん
（30代）

Sさん
（20代）
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